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〇 経 済 産 業 省 告 示 第 二 十 六 号  
産 業 競 争 力 強 化 法 （ 平 成 二 十 五 年 法 律 第 九 十 八 号 ） を 実 施 す る た め 、 石 油 精 製 業 の 事 業 適 応 の 実 施 に 関 す

る 指 針 （ 令 和 三 年 経 済 産 業 省 告 示 第 百 五 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の 表 の よ う に 改 正 し 、 同 法 第 二 十 一 条 の 二 十 一

第 五 項 の 規 定 に 基 づ き 公 表 す る 。  

令 和 七 年 三 月 二 十 五 日                       経 済 産 業 大 臣  武 藤  容 治  

（ 傍 線 部 分 は 改 正 部 分 ）

改   正   後  改   正   前  
  

一  基 本 認 識  

  （ 略 ）  

一  基 本 認 識  

  （ 略 ）  

 イ  産 業 構 造  

石 油 精 製 業 は 、 石 油 の 上 流 （ 開 発 ） ・ 中 流

（ 精 製 ） ・ 下 流 （ 流 通 ） の う ち 、 主 に 中 流 （ 精
 イ  産 業 構 造  

石 油 精 製 業 は 、 石 油 の 上 流 （ 開 発 ） ・ 中 流

（ 精 製 ） ・ 下 流 （ 流 通 ） の う ち 、 主 に 中 流 （ 精
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製 ） 機 能 を 担 い 、 中 東 な ど の 産 油 国 か ら 原 油 を

調 達 し 、 製 油 所 に お い て 原 油 か ら ガ ソ リ ン ・ 軽

油 な ど の 石 油 製 品 に 精 製 す る こ と を 通 じ て 、 石

油 の 国 内 安 定 供 給 の 中 心 的 な 役 割 を 果 た し て い

る 。 現 在 存 在 し て い る 国 内 製 油 所 の 多 く は 、 戦

後 の 高 度 成 長 期 に 運 転 を 開 始 し 、 臨 海 部 の 石 油

コ ン ビ ナ ー ト の 中 核 に 立 地 し て い る 。 国 内 石 油

需 要 の 減 少 や 規 制 緩 和 が 進 む 中 、 業 界 再 編 が 進

み 、 現 在 で は 五 社 （ グ ル ー プ ） に 集 約 さ れ て い

る 。  

石 油 の エ ネ ル ギ ー 源 と し て の 重 要 性 に 鑑 み 、

国 内 の 石 油 の 安 定 供 給 を 確 保 す る た め 、 引 き 続

製 ） 機 能 を 担 い 、 中 東 な ど の 産 油 国 か ら 原 油 を

調 達 し 、 製 油 所 に お い て 原 油 か ら ガ ソ リ ン ・ 軽

油 な ど の 石 油 製 品 に 精 製 す る こ と を 通 じ て 、 石

油 の 国 内 安 定 供 給 の 中 心 的 な 役 割 を 果 た し て い

る 。 現 在 存 在 し て い る 二 十 一 の 国 内 製 油 所 （ 約

三 百 五 十 万 Ｂ Ｐ Ｄ ） の 多 く は 、 戦 後 の 高 度 成 長

期 に 運 転 を 開 始 し 、 臨 海 部 の 石 油 コ ン ビ ナ ー ト

の 中 核 に 立 地 し て い る 。 国 内 の 石 油 精 製 業 は 過

去 十 五 社 以 上 存 在 し て い た が 、 国 内 石 油 需 要 の

減 少 や 規 制 緩 和 が 進 む 中 、 業 界 再 編 が 進 み 、 現

在 で は 五 社 （ グ ル ー プ ） に 集 約 さ れ 、 上 位 三 社

で 国 内 市 場 シ ェ ア の 九 割 以 上 を 占 め て い る 。 現

在 、 約 二 万 人 の 雇 用 を 支 え て い る 。  
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き 、 国 内 の 石 油 精 製 業 の 経 営 基 盤 の 維 持 ・ 強 化

が 重 要 で あ る 。  

石 油 の エ ネ ル ギ ー 源 と し て の 重 要 性 に 鑑 み 、

国 内 の 石 油 の 安 定 供 給 を 確 保 す る た め 、 引 き 続

き 、 国 内 の 石 油 精 製 業 の 経 営 基 盤 の 維 持 ・ 強 化

が 重 要 で あ る 。  

 ロ  石 油 精 製 業 を 取 り 巻 く 環 境 に つ い て  

   世 界 的 に 気 候 変 動 対 策 の 動 き が 加 速 し て い く

中 、 我 が 国 に お い て も 二 千 二 十 年 十 月 に 「 二 千

五 十 年 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 」 が 宣 言 さ れ た 。  

 

    

 ロ  市 場 環 境  

   人 口 減 少 や 自 動 車 の 燃 費 性 能 の 向 上 等 に よ

り 、 国 内 の 石 油 需 要 は 千 九 百 九 十 九 年 を ピ ー ク

に 減 少 傾 向 に あ る 。 こ う し た 中 、 石 油 精 製 業

は 、 企 業 再 編 や 製 油 所 の 統 廃 合 な ど を 進 め 、 事

業 基 盤 の 強 化 を 図 っ て き た 。 令 和 三 年 四 月 に 示

さ れ た 石 油 需 要 見 通 し に お い て 、 石 油 製 品 全 体

で 二 千 二 十 二 年 度 以 降 、 年 率 一 ～ 二 ％ 程 度 の 減

少 を 見 込 ん で い る 。 そ の 結 果 、 二 千 二 十 五 年 時
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点 で は 二 千 二 十 一 年 比 で 五 ・ 七 ％ 程 度 、 石 油 製

品 の 国 内 需 要 が 減 少 す る 見 通 し と な っ て お り 、

こ う し た 燃 料 需 要 の 減 少 傾 向 は 燃 費 向 上 等 に 伴

い 、 そ れ 以 降 も 続 く 見 通 し と な っ て い る 。  

今 後 、 自 動 車 の 電 動 化 な ど 、 脱 炭 素 化 の 流 れ

が ま す ま す 加 速 し 、 国 内 の 石 油 需 要 の 減 少 も 更

に 加 速 す る こ と が 見 込 ま れ る 中 、 石 油 精 製 業

は 、 エ ネ ル ギ ー 供 給 企 業 と し て 、 カ ー ボ ン ニ ュ

ー ト ラ ル へ の 移 行 に 伴 う 新 た な 燃 料 供 給 ニ ー ズ

を チ ャ ン ス と し て 捉 え 、 例 え ば 、 持 続 可 能 な 航

空 燃 料 （ Ｓ Ａ Ｆ 、 Ｓ ｕ ｓ ｔ ａ ｉ ｎ ａ ｂ ｌ ｅ  Ａ

ｖ ｉ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ  Ｆ ｕ ｅ ｌ ） 、 水 素 や 合 成 燃 料

等 の 新 た な 燃 料 ニ ー ズ に も 対 応 し た 燃 料 供 給 体

   国 外 の 石 油 製 品 の 事 業 環 境 も ま す ま す 厳 し く

な っ て い る 。 Ｂ Ｐ 統 計 に よ る と 、 二 千 十 年 の 世

界 の 石 油 精 製 能 力 は 合 計 九 千 三 百 二 十 三 万 Ｂ Ｐ

Ｄ だ っ た が 、 二 千 十 九 年 に は 合 計 一 万 百 三 十 四

万 Ｂ Ｐ Ｄ と 約 一 ・ 一 倍 拡 大 し て い る 。 特 に 、 中

国 や イ ン ド 、 中 東 地 域 の 石 油 精 製 能 力 が 拡 大 し

て い る 。 こ れ ら の 地 域 で は 石 油 需 要 も 増 加 傾 向

に あ る が 、 供 給 能 力 は そ れ を 上 回 る 拡 大 で あ

り 、 こ れ ら の 国 々 か ら 国 際 市 場 に 石 油 製 品 が 供
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制 を 構 築 す る と い っ た 事 業 基 盤 の 再 構 築 を 進 め

て い く こ と が 求 め ら れ る 。 こ う し た 構 造 転 換 を

進 め て い く こ と は 、 国 内 の 石 油 需 要 が 減 少 し て

い く 中 で も 、 引 き 続 き 、 重 要 な エ ネ ル ギ ー 源 で

あ る 石 油 の 安 定 供 給 を 確 保 す る こ と に も 繋 が

る 。  

給 さ れ る 状 況 の 中 、 我 が 国 の 石 油 精 製 業 に と っ

て 、 国 際 市 場 へ の 輸 出 環 境 が 厳 し く な っ て い

る 。  

我 が 国 の 石 油 精 製 業 は 、 こ う し た 状 況 下 で も

競 争 力 を 確 保 す る た め 、 一 層 の 高 効 率 ・ 高 付 加

価 値 化 が 重 要 で あ る 。  

 （ 削 る ）   ハ  そ の 他 外 部 環 境 の 状 況  

  （ １ ） 自 然 災 害 等 の 頻 発 化  

     石 油 精 製 業 に お い て は 、 東 日 本 大 震 災 で

製 油 所 等 が 被 災 し 長 期 に わ た り 生 産 ・ 出 荷

能 力 が 低 下 し た 経 験 や 、 二 千 十 八 年 北 海 道

胆 振 東 部 地 震 に よ る 停 電 で 一 時 的 に 出 荷 能

力 が 低 下 し た 経 験 等 を 踏 ま え 、 こ れ ま で 製
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油 所 や 油 槽 所 に お け る 地 震 ・ 津 波 対 策 や 非

常 用 発 電 設 備 の 増 強 を 進 め て き た 。  

     近 年 で は 、 大 型 台 風 を 始 め と す る 特 別 警

報 級 の 大 雨 ・ 高 潮 等 の 頻 発 化 や 、 新 型 コ ロ

ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 感 染 拡 大 と い っ た 新 た

な 脅 威 が 顕 在 化 し て い る 。 こ う し た 状 況 下

に お い て も 、 石 油 製 品 の 安 定 供 給 を 継 続 す

る こ と が 求 め ら れ る こ と か ら 、 今 後 、 製 油

所 の 大 雨 ・ 高 潮 対 策 や 感 染 症 対 策 に も 取 り

組 む こ と が 重 要 で あ る 。  

   （ ２ ） カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル へ の 移 行 に 伴 う 構

造 変 化  
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     二 千 五 十 年 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル に 向 け

て 、 今 後 、 自 動 車 の 電 動 化 な ど 、 脱 炭 素 化

の 流 れ が ま す ま す 加 速 し 、 国 内 の 石 油 需 要

の 減 少 も 更 に 加 速 す る こ と が 見 込 ま れ る 。

こ う し た 中 に あ っ て も 、 石 油 精 製 業 は 、 エ

ネ ル ギ ー 供 給 企 業 と し て 、 カ ー ボ ン ニ ュ ー

ト ラ ル へ の 移 行 に 伴 う 新 た な 燃 料 供 給 ニ ー

ズ を チ ャ ン ス と し て 捉 え 、 例 え ば 水 素 や 合

成 燃 料 等 の 新 た な 燃 料 ニ ー ズ に も 対 応 し た

燃 料 供 給 体 制 を 構 築 す る と い っ た 事 業 基 盤

の 再 構 築 を 進 め て い く こ と が 求 め ら れ る 。

ま た 、 製 油 所 に お け る 更 な る 省 エ ネ 化 （ 高

効 率 化 ） に 取 り 組 む と と も に 、 脱 炭 素 燃 料
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を 活 用 す る な ど し て 、 製 油 所 の グ リ ー ン 化

に 一 層 取 り 組 む こ と が 重 要 で あ る 。 こ う し

た 構 造 転 換 を 進 め て い く こ と は 、 国 内 の 石

油 需 要 が 減 少 し て い く 中 で も 、 引 き 続 き 、

重 要 な エ ネ ル ギ ー 源 で あ る 石 油 の 安 定 供 給

を 確 保 す る こ と に も つ な が る 。  

二  指 針 策 定 の 必 要 性  

  前 述 の と お り 、 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル と い っ た

大 き な 環 境 変 化 に 加 え 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感

染 拡 大 や ロ シ ア ・ ウ ク ラ イ ナ 侵 攻 を 契 機 に 、 サ プ

ラ イ チ ェ ー ン の 強 靭 化 に 向 け た 取 組 も 急 務 と な っ

て い る 。 特 に 、 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル に 向 け た 対

応 は 、 先 進 国 を 中 心 に 、 そ の 動 き が 加 速 化 し て お

二  指 針 策 定 の 必 要 性  

  前 述 の と お り 、 我 が 国 の 石 油 精 製 業 に お い て 、

石 油 の 国 内 需 要 の 減 少 や 国 際 競 争 の 激 化 、 新 型 コ

ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 、 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 移 行

に 伴 う 石 油 需 要 の 更 な る 減 少 な ど 、 事 業 環 境 が 極

め て 大 き く 変 化 し て い る 。 石 油 の エ ネ ル ギ ー 源 と

し て の 重 要 性 に 鑑 み 、 引 き 続 き 、 国 内 の 石 油 の 安
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り 、 そ の よ う な 状 況 の 中 、 我 が 国 の 石 油 精 製 業 が

引 き 続 き 、 国 際 競 争 力 を 維 持 、 強 化 し て い く た め

に は 、 新 た な 需 要 を 積 極 的 に 獲 得 す る た め の 迅 速

か つ 積 極 的 な 脱 炭 素 化 に 向 け た 投 資 へ の 後 押 し が

必 要 で あ る 。 今 後 、 こ う し た 投 資 を 後 押 し し て い

く た め に は 、 事 業 適 応 を 促 し て い く 必 要 が あ り 、

こ の 観 点 か ら 本 指 針 を 策 定 し 、 そ の 基 本 的 方 向 性

を 示 す こ と と す る 。  

定 供 給 を 確 保 し て い く た め の レ ジ リ エ ン ス 強 化 を

図 り つ つ 、 事 業 環 境 の 変 化 に 対 応 す る た め 、 こ れ

ま で 以 上 に 、 事 業 基 盤 の 再 構 築 、 製 油 所 の グ リ ー

ン 化 、 新 た な 燃 料 の 供 給 等 に 取 り 組 む 必 要 が あ

る 。  

本 指 針 は 、 事 業 環 境 の 変 化 に 対 応 す る た め の 今

後 の 石 油 精 製 業 の 基 本 的 方 向 性 を 示 す こ と で 、 我

が 国 の 石 油 精 製 業 の 事 業 適 応 の 促 進 に 寄 与 す る た

め に 策 定 す る も の で あ る 。  

三  事 業 適 応 に 関 す る 基 本 的 方 向 性  

  製 品 の 製 造 段 階 か ら 燃 焼 ま で の い わ ゆ る ラ イ フ

サ イ ク ル で 脱 炭 素 化 と 付 加 価 値 向 上 を 両 立 す る 設

備 の 導 入 を 進 め る 企 業 に 対 し 幅 広 く 政 策 措 置 を 講

三  事 業 適 応 に 関 す る 基 本 的 方 向 性  

  石 油 の 国 内 需 要 の 減 少 や 国 際 競 争 の 激 化 、 新 型

コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に 伴 う 需 要 減 少 等 が 生 じ る

中 、 我 が 国 の 石 油 精 製 業 は 、 こ れ ま で 以 上 に 競 争
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じ る 。 ま た 、 法 第 二 条 第 十 四 項 に 規 定 す る 産 業 競

争 力 基 盤 強 化 商 品 の う ち 燃 料 （ 以 下 単 に 「 燃 料 」

と い う 。 ） に つ い て は 、 二 千 五 十 年 の カ ー ボ ン

ニ ュ ー ト ラ ル の 実 現 に 向 け 、 今 後 の 我 が 国 産 業 の

基 盤 と な る こ と が 見 込 ま れ 、 か つ 、 国 際 競 争 に 対

応 し て 事 業 者 が 市 場 を 獲 得 す る こ と が 特 に 求 め ら

れ る も の で あ る た め 、 こ れ ら に 関 す る 国 内 投 資 を

行 い 、 そ の 生 産 及 び 販 売 を 拡 大 す る 計 画 を 認 定 す

る も の と す る 。  

力 を 高 め る こ と が 必 要 で あ る 。 そ の た め 、 引 き 続

き 、 製 油 所 の 大 雨 ・ 高 潮 対 策 と い っ た 災 害 へ の レ

ジ リ エ ン ス 強 化 を 図 り つ つ 、 石 油 精 製 事 業 者 同 士

の 連 携 等 も 含 め た 生 産 性 向 上 ・ 競 争 力 強 化 や 新 事

業 展 開 、 製 油 所 の グ リ ー ン 化 、 新 た な 燃 料 の 供 給

等 に 取 り 組 む 必 要 が あ る 。 特 に 、 二 千 五 十 年 カ ー

ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル に 向 け て 、 石 油 精 製 業 が 、 既 存

ア セ ッ ト や 人 材 、 ネ ッ ト ワ ー ク 、 安 全 に 係 る ノ ウ

ハ ウ 等 の 強 み を 活 か し 、 製 油 所 の 省 エ ネ 化 （ 高 効

率 化 ） ・ 脱 炭 素 化 の 取 組 を 進 め る と と も に 、 水 素

や 合 成 燃 料 等 の 新 た な 燃 料 供 給 の 中 心 的 な 役 割 を

果 た す こ と が 必 要 で あ る 。  

 イ  （ 略 ）   イ  （ 略 ）  
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 ロ  エ ネ ル ギ ー 利 用 環 境 負 荷 低 減 事 業 適 応 に 関 す

る 基 本 的 方 向 性  

  （ １ ） 石 油 精 製 業 の ラ イ フ サ イ ク ル で の 温 室 効

果 ガ ス 排 出 削 減 に 向 け た 取 組  

 ロ  エ ネ ル ギ ー 利 用 環 境 負 荷 低 減 事 業 適 応 に 関 す

る 基 本 的 方 向 性  

  （ 新 設 ）  

     二 千 五 十 年 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル の 実 現

に 向 け て 、 石 油 精 製 業 全 体 と し て 、 製 品 の

製 造 段 階 か ら 燃 焼 ま で の い わ ゆ る ラ イ フ サ

イ ク ル で の 温 室 効 果 ガ ス 排 出 削 減 に 取 り 組

む 必 要 が あ る 。  

   二 千 五 十 年 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル に 向 け て 、

石 油 精 製 業 は 石 油 精 製 プ ロ セ ス の 更 な る 省 エ ネ

化 （ 高 効 率 化 ） に 取 り 組 む と と も に 、 脱 炭 素 燃

料 を 活 用 す る な ど し て 、 製 油 所 の グ リ ー ン 化 に

取 り 組 む 必 要 が あ る 。 ま た 、 水 素 や 合 成 燃 料 な

ど の 新 た な 燃 料 供 給 ニ ー ズ に 対 応 し て い く 必 要

が あ る 。  

     ま た 、 燃 料 に つ い て は 、 二 千 五 十 年 の カ

ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル の 実 現 に 向 け 、 今 後 の

   石 油 精 製 プ ロ セ ス の 省 エ ネ 対 策 に つ い て は 、

従 来 か ら 取 り 組 ん で き た と こ ろ で あ る が 、 二 千
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我 が 国 産 業 の 基 盤 と な る こ と が 見 込 ま れ 、

か つ 、 国 際 競 争 に 対 応 し て 事 業 者 が 市 場 を

獲 得 す る こ と が 特 に 求 め ら れ る も の で あ る

た め 、 こ れ ら に 関 す る 国 内 投 資 を 積 極 的 に

行 い 、 そ の 生 産 及 び 販 売 を し て い く こ と が

必 要 で あ る 。  

五 十 年 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル に 向 け て 、 例 え

ば 、 高 効 率 熱 交 換 器 の 導 入 に よ る 熱 の 有 効 利

用 、 高 度 制 御 機 器 の 導 入 に よ る 運 転 条 件 の 最 適

化 、 蒸 気 タ ー ビ ン か ら 高 効 率 モ ー タ ー へ の 置 き

換 え 、 な ど の 省 エ ネ 対 策 に 一 層 取 り 組 む こ と が

必 要 で あ る 。  

       ま た 、 製 油 所 に お い て 、 Ｃ Ｏ ２ フ リ ー 水 素 の

活 用 、 自 家 発 電 の 再 エ ネ 化 、 ト ッ パ ー や 分 解 装

置 に お け る ボ イ ラ ー の 脱 炭 素 燃 料 の 活 用 な ど 、

製 油 所 の 脱 炭 素 の 取 組 を 行 う こ と が 必 要 で あ

る 。 さ ら に 、 廃 プ ラ 焼 却 時 の Ｃ Ｏ ２ 排 出 削 減 に

向 け て 、 精 製 プ ロ セ ス に お い て 廃 プ ラ 等 を リ サ

イ ク ル す る 取 組 も 行 う こ と が 必 要 で あ る 。  
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       さ ら に 、 二 千 三 十 年 半 ば の 自 動 車 の 電 動 化 、

航 空 （ Ｉ Ｃ Ａ Ｏ ） ・ 海 運 （ Ｉ Ｍ Ｏ ） 規 制 等 が 、

石 油 需 要 減 少 を 加 速 さ せ る 要 因 に な っ て い る

が 、 石 油 精 製 業 に と っ て は 、 こ う し た 運 輸 分 野

へ の 新 た な 燃 料 供 給 の 機 会 と 捉 え る べ き で あ

る 。 石 油 精 製 業 は 、 既 存 の 燃 料 イ ン フ ラ や 、 こ

れ ま で 培 っ た ネ ッ ト ワ ー ク 、 人 材 を 活 か し て 、

水 素 、 燃 料 ア ン モ ニ ア 、 合 成 燃 料 、 バ イ オ 燃 料

等 の 新 燃 料 供 給 に チ ャ レ ン ジ す る た め の 構 造 改

革 や イ ノ ベ ー シ ョ ン に 取 り 組 む こ と が 重 要 で あ

る 。 特 に 、 二 酸 化 炭 素 と 水 素 を 合 成 し て 製 造 さ

れ る 合 成 燃 料 は 、 ガ ソ リ ン 、 軽 油 、 ジ ェ ッ ト 燃

料 、 重 油 な ど の 石 油 製 品 を 代 替 す る 脱 炭 素 燃 料
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と し て 期 待 さ れ て お り 、 商 用 化 に 向 け て 、 積 極

的 に 研 究 開 発 ・ 実 証 に 取 り 組 む 必 要 が あ る 。  

       上 記 の 方 向 性 に 沿 っ た 取 組 を 進 め て い く こ と

で 、 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル へ の 移 行 の 中 で も 、

石 油 精 製 業 は 引 き 続 き エ ネ ル ギ ー 供 給 の 中 心 的

な 役 割 を 果 た し て い く こ と が 必 要 で あ る 。  

  （ ２ ） サ プ ラ イ チ ェ ー ン 全 体 へ の 裨 益 を 実 現 す

る た め の 取 組  

     燃 料 は 航 空 会 社 の 脱 炭 素 化 に 資 す る だ け

で は な く 、 航 空 機 に 搭 乗 す る 旅 客 又 は 搭 載

す る 貨 物 に 関 係 す る 事 業 者 の 脱 炭 素 化 に も

貢 献 す る な ど 、 幅 広 い 経 済 波 及 効 果 が 期 待

さ れ る 。 経 済 波 及 効 果 を 安 定 的 な も の と す

  （ 新 設 ）  
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る と い う 観 点 か ら 、 燃 料 の 安 定 供 給 に 努 め

る こ と 及 び サ プ ラ イ チ ェ ー ン に お け る 適 正

な 取 引 環 境 を 確 保 す る こ と が 必 要 で あ る 。  

  （ ３ ） 主 要 市 場 ・ 成 長 市 場 に お け る 持 続 的 な 需

要 獲 得 に 向 け た 取 組  

     今 後 の 我 が 国 の 石 油 産 業 が 、 国 際 競 争 力

を 維 持 ・ 強 化 し て い く た め に は 、 燃 料 や 合

成 燃 料 な ど の 次 世 代 燃 料 へ の 転 換 な ど 、 エ

ネ ル ギ ー 安 定 供 給 の 確 保 を 大 前 提 と し た Ｇ

Ｘ に 向 け た 取 組 を 通 じ て 、 市 場 を 創 出 し て

い く こ と が 必 要 不 可 欠 で あ る 。  

     そ の た め 、 本 取 組 を 実 施 す る 事 業 者 に お

い て は 、 グ ロ ー バ ル 市 場 獲 得 に 向 け た 方 針

  （ 新 設 ）  
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等 を 策 定 す る こ と が 重 要 で あ る 。 そ の 際 、

グ ロ ー バ ル の 市 場 環 境 や 各 国 政 府 動 向 な ど

幅 広 く 分 析 し た う え で 、 事 業 適 応 計 画 を 実

施 す る と と も に 、 当 該 事 業 適 応 計 画 の 実 施

期 間 の 終 了 後 に お い て も 、 同 計 画 に 基 づ く

取 組 を 継 続 し 、 又 は 、 更 な る 拡 大 に 向 け た

取 組 を 行 う こ と に 留 意 す る 。  

  （ ４ ） そ の 他 の 取 組  

   （ サ イ バ ー セ キ ュ リ テ ィ の 確 保 ）  

     昨 今 、 複 雑 化 ・ 巧 妙 化 し た サ イ バ ー 攻 撃

の 脅 威 が 増 大 す る 中 、 対 策 が 手 薄 に な り が

ち な 自 社 内 の 工 場 や 海 外 拠 点 等 が 被 害 を 受

け る 等 の 事 案 が 発 生 し て い る と こ ろ 、 万 一

  （ 新 設 ）  
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サ イ バ ー 攻 撃 で 事 業 が 停 止 し た 場 合 、 物 資

の 安 定 供 給 を 確 保 で き な く な る お そ れ が あ

る 。 こ の よ う な 状 況 を 踏 ま え る と 、 自 社 内

全 体 を 俯 瞰 し た サ イ バ ー セ キ ュ リ テ ィ 対 策

の 必 要 性 が 増 し て お り 、 サ イ バ ー セ キ ュ リ

テ ィ の 確 保 が サ プ ラ イ チ ェ ー ン の 維 持 ひ い

て は 石 油 製 品 の 安 定 的 な 供 給 の た め に 不 可

欠 な 要 素 と な っ て い る 。 こ の た め 、 本 制 度

の 運 用 に 当 た っ て は 、 本 制 度 の 目 的 及 び 基

本 方 針 の 趣 旨 を 踏 ま え つ つ 、 平 素 か ら 内 閣

サ イ バ ー セ キ ュ リ テ ィ セ ン タ ー 等 関 係 部 局

と の 連 携 ・ 情 報 共 有 に 努 め 、 必 要 に 応 じ 、

事 業 者 自 ら サ イ バ ー セ キ ュ リ テ ィ の 確 保 に
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向 け た 方 針 に つ い て 示 し 、 事 業 適 応 計 画 の

実 施 期 間 に お い て こ れ ら を 継 続 し て 実 施 す

る こ と が 重 要 で あ る 。  

   （ 経 済 活 動 に お け る 人 権 の 尊 重 ）  

     経 済 活 動 に お け る 人 権 の 尊 重 が 国 際 的 に

も 重 要 な 課 題 と な っ て お り 、 今 後 、 よ り 一

層 、 重 要 性 を 増 し て い く も の と 考 え ら れ

る 。 そ の た め 、 我 が 国 と し て 「 ビ ジ ネ ス と

人 権 」 に 関 す る 行 動 計 画 を 着 実 に 実 施 し て

い る ほ か 、 「 責 任 あ る サ プ ラ イ チ ェ ー ン 等

に お け る 人 権 尊 重 の た め の ガ イ ド ラ イ ン 」

に つ い て 、 「 ビ ジ ネ ス と 人 権 に 関 す る 行 動

計 画 の 実 施 に 係 る 関 係 府 省 庁 施 策 推 進 ・ 連
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絡 会 議 」 に お い て 決 定 ・ 公 表 が な さ れ て い

る 。 こ う し た 背 景 を 踏 ま え 、 事 業 適 応 計 画

の 実 施 に 当 た っ て は 、 必 要 に 応 じ 、 上 記 ガ

イ ド ラ イ ン の 活 用 等 、 サ プ ラ イ チ ェ ー ン に

お け る 人 権 尊 重 の 取 組 を 実 施 し 、 そ の 方 針

に つ い て 示 す こ と が 重 要 で あ る 。  

四  事 業 適 応 計 画 に 対 す る 政 策 措 置 に 関 す る 指 針  

  産 業 競 争 力 基 盤 強 化 商 品 の 生 産 及 び 販 売 に 係 る

エ ネ ル ギ ー 利 用 環 境 負 荷 低 減 事 業 適 応 の 主 務 大 臣

の 認 定 を 受 け る に 当 た っ て は 、 前 述 の 基 本 的 方 向

性 に 則 り 、 以 下 を 要 件 と す る 。  

 イ  エ ネ ル ギ ー 利 用 環 境 負 荷 低 減 事 業 適 応 に よ る

生 産 性 の 向 上  

（ 新 設 ）  
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   燃 料 の 生 産 を 行 う た め の 設 備 の 投 資 に 関 し 、

次 の い ず れ に も 適 合 す る こ と を 要 件 と す る 。  

①  五 百 億 円 以 上 の 初 期 投 資 を 実 施 す る こ

と 。  

   ②  投 資 対 象 は 年 産 十 万 キ ロ リ ッ ト ル 以 上 の

生 産 能 力 を 有 す る 生 産 設 備 と す る こ と 。  

   ③  燃 料 の ジ ェ ッ ト 燃 料 油 に 対 す る 温 室 効 果

ガ ス 排 出 削 減 量 を 十 パ ー セ ン ト 以 上 と し て

い る こ と 。  

   ④  ③ で 規 定 さ れ る 値 に 、 燃 料 の ジ ェ ッ ト 燃

料 油 に 対 す る 混 合 割 合 上 限 の 値 を 乗 じ て 算

出 さ れ る 値 は 、 五 パ ー セ ン ト 以 上 と し て い

る こ と 。  
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 ロ  エ ネ ル ギ ー 利 用 環 境 負 荷 低 減 事 業 適 応 に よ る

産 業 競 争 力 基 盤 強 化 商 品 の 生 産 及 び 販 売  

   次 の い ず れ に も 適 合 す る こ と を 要 件 と す る 。

加 え て 、 産 業 競 争 力 基 盤 強 化 商 品 で あ る 燃 料 の

生 産 及 び 販 売 に 当 た っ て は 、 原 則 と し て 、 常 温

に 換 算 し た 数 量 に よ る も の と す る が 、 現 実 の 取

引 等 の 数 量 が 見 掛 け の 数 量 に よ っ て い る 場 合 に

は 、 当 該 数 量 に よ る こ と と し て も さ し つ か え な

い 。  

①  事 業 の 透 明 性 確 保 に 努 め て い る こ と 。 そ の

際 、 国 外 か ら の 過 度 な 支 援 の 重 複 を 避 け る こ

と 。  
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②  燃 料 の 生 産 事 業 に 関 し 、 付 加 価 値 の 創 出 を

実 現 す る た め の 取 組 の 方 針 及 び 当 該 事 業 適 応

を 行 う 事 業 所 に お い て 達 成 す る 各 事 業 年 度 の

付 加 価 値 率 の 目 標 値 に つ い て 示 し て い る こ

と 。 そ の 際 、 事 業 適 応 計 画 終 了 年 度 に お け る

付 加 価 値 率 に つ い て は 、 十 パ ー セ ン ト を 下 限

と す る 。  

③  燃 料 の 生 産 及 び 販 売 を 通 じ て 、 製 造 設 備 や

ノ ウ ハ ウ の 波 及 に 向 け た 取 組 の 方 針 に つ い て

示 し て い る こ と 。  

④  燃 料 の 海 外 需 要 の 獲 得 に 向 け 、 事 業 年 度 毎

の 数 値 目 標 を 含 む 取 組 の 方 針 に つ い て 示 し て

い る こ と 。  
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⑤  燃 料 の 生 産 及 び 販 売 を 通 じ て 、 航 空 分 野 の

み な ら ず 他 分 野 と の 連 携 の 方 針 に つ い て 示 す

こ と 及 び 他 分 野 の 脱 炭 素 化 に 向 け た 取 組 の 方

針 に つ い て 示 し て い る こ と 。  
  

 

附  則  

こ の 告 示 は 、 令 和 七 年 三 月 二 十 五 日 か ら 施 行 す る 。  

 

 


